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オリックス 世界社債アクティブファンド 
（為替ヘッジあり） 

 
運用報告書（全体版） 

 
第３期（決算日 2021年４月20日） 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、ご購入いただいております「オリック

ス 世界社債アクティブファンド（為替ヘッジ

あり）」は、去る2021年４月20日に第３期の決算

を行いました。ここに期中の運用状況をご報告

申し上げます。 

今後とも引き続きお引立て賜りますようお願

い申し上げます。 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 

信 託 期 間 と 
クローズド期間 

信託期間は約６年９ヵ月程度（2018年７月27日～2025年４月18日） 

クローズド期間はありません。 

運 用 方 針 

この投資信託は、主に投資信託証券（投資信託または外国投資
信託の受益証券および投資法人または外国投資法人の投資証券

をいいます。以下同じ。）に投資を行うことを通じて、中長期的な
信託財産の成長をめざして運用を行うことを基本とします。 

主要投資対象 

ルクセンブルグ籍円建て外国投資

法人「Robeco Capital Growth 
Funds - Robeco Global Credits 

- IBH JPY」投資証券 

総資産のうち３分の２以上

を主に世界の企業が発行す
る社債（新興国社債、ハイ・

イールド社債、金融機関が
発行する債券（CoCo債等の

ハイブリッド証券）を含み
ます。）、資産担保証券（ABS）

を含む証券化商品等に投資
します。また、ESG（環境・

社会・ガバナンス）評価を考
慮した運用を行います。 

証券投資信託 

「Shinseiショートターム・マ
ザー・ファンド」受益証券 

残存期間の短い公社債やコ

マーシャル・ペーパー等の短
期有価証券への投資により

安定した運用の確保を図り、
あわせてコール・ローンなど

で運用を行うことにより流
動性の確保を図ります。 

投 資 制 限 

①投資信託証券、短期社債等（「社債、株式等の振替に関する法

律」（以下「社振法」といいます。）第66条第１号に規定する短
期社債、同法第117条に規定する相互会社の社債、同法第118

条に規定する特定社債および同法第120条に規定する特別法
人債をいいます。）およびコマーシャル・ペーパー以外の有価

証券への直接投資は行いません。 
②投資信託証券への投資割合に制限を設けません。 

③株式への直接投資は行いません。 
④外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

⑤外貨建有価証券への投資については、わが国の国際収支上の
理由等により特に必要と認められる場合には、制約されるこ

とがあります。 
⑥同一銘柄の投資信託証券への投資割合は、当該投資信託証券

が一般社団法人投資信託協会の規則に定めるエクスポー
ジャーがルックスルーできる場合に該当しないときは、投資

信託財産の純資産総額の10％以内とします。 
⑦一般社団法人投資信託協会の規則に定める一の者に対する株

式等エクスポージャー、債券等エクスポージャーおよびデリ
バティブ取引等エクスポージャーの投資信託財産の純資産総

額に対する比率は、原則としてそれぞれ10％、合計で20％以
内とすることとし、当該比率を超えることとなった場合には、

一般社団法人投資信託協会の規則に従い当該比率以内となる
よう調整を行うこととします。 

分 配 方 針 

毎決算期末に、原則として、以下の方針に基づき分配を行います。 

①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた配当等収
益および売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益お
よび売買益等の範囲で、委託者が基準価額水準、市場動向等

を勘案して決定します。ただし、分配対象額が少額の場合、委
託者の判断で分配を行わないことがあります。 

③収益分配に充てず信託財産内に留保した利益（無分配期の利
益を含みます。）については、運用の基本方針に基づき運用を

行います。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

2018年７月27日 10,000 － － － － 1,145 

１期(2019年４月22日) 10,064 150 2.1 0.0 96.8 1,185 

２期(2020年４月20日) 10,292 150 3.8 0.0 98.0 1,275 

３期(2021年４月20日) 10,814 150 6.5 0.0 98.5 1,403 
 

（注） 設定日の基準価額は、当初設定価額を表示しています。 

（注） 設定日の純資産総額は、当初設定元本を表示しています。 

（注） 基準価額は１万口当たりで表示しています。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みで表示しています。 

（注） 各組入比率は純資産総額に対する組入比率です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 純資産総額は単位未満を切捨てて、騰落率、各組入比率は小数点第２位を四捨五入して表示しています。 

（注） 当ファンドは、特定のベンチマーク（運用成果の目標基準）や参考指数を設けておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2020年４月20日 10,292 － 0.0 98.0 

４月末 10,330 0.4 0.0 98.1 

５月末 10,552 2.5 0.0 97.7 

６月末 10,855 5.5 0.0 99.0 

７月末 11,032 7.2 0.0 98.5 

８月末 11,000 6.9 0.0 98.5 

９月末 10,995 6.8 0.0 98.5 

10月末 11,007 6.9 0.0 98.1 

11月末 11,210 8.9 0.0 98.4 

12月末 11,239 9.2 0.0 98.6 

2021年１月末 11,206 8.9 0.0 99.1 

２月末 11,012 7.0 0.0 98.8 

３月末 10,856 5.5 0.0 98.9 

(期  末)     

2021年４月20日 10,964 6.5 0.0 98.5 
 

（注） 基準価額は１万口当たりで表示しています。 

（注） 期末基準価額および騰落率は当該期の分配金込み、騰落率は期首比で表示しています。 

（注） 各組入比率は純資産総額に対する組入比率です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 騰落率、各組入比率は小数点第２位を四捨五入して表示しています。 

（注） 当ファンドは、特定のベンチマーク（運用成果の目標基準）や参考指数を設けておりません。 
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○運用経過  

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（課税前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2020年４月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。なお、上記表示期間に収

益分配が行われなかった場合、基準価額と分配金再投資基準価額の推移は同一のものとなります。 
（注） 当ファンドは、特定のベンチマーク（運用成果の目標基準）や参考指数を設けておりません。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 
○基準価額の主な変動要因 

当期における基準価額の主な変動要因は、以下の通りとなります。 

当ファンドの基準価額に対するプラス要因 

・当期首～2020年７月に主要国の国債利回りが低下（価格は上昇）基調となったほか、社債市

場でクレジット・スプレッド※１が全般的に縮小したこと 

・11月～12月に社債市場でクレジット・スプレッド※１が全般的に縮小したこと 
 
当ファンドの基準価額に対するマイナス要因 

・2020年８月～９月に社債市場でのクレジット・スプレッド※１が全般的に拡大したこと 

・10月には、保有銘柄の多くでクレジット・スプレッド※１が拡大したこと 

・2021年１月～３月に主要国の国債利回りが上昇（価格は下落）したこと 
 

※１：発行体の信用力の差に基づく利回りの差のことをクレジット・スプレッドといいます。一般に、国債の利回りとの差のことで、

デフォルトリスクが高い企業ほどクレジット・スプレッドも大きくなります。  

期中の基準価額等の推移 
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＜世界社債市場＞ 

当期首には、国債利回りが低下（価格は上昇）すると共に、クレジット・スプレッド※１が縮小し

たことで、社債市場は上昇（利回りは低下）して始まり、2020年５月に入っても、国債利回りが上

昇（価格は下落）したものの、社債市場はクレジット・スプレッド※１が縮小したことで利回りは低

下（価格は上昇）しました。新型コロナウイルスは引き続き世界的な感染が続いているものの、各

国の政府は、状況次第でロックダウン（都市封鎖）を緩和しながら経済活動の再開を始めました。

ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が、市場のボラティリティの抑制や資産価格の押し上げ、自国

通貨の下落を意図した政策を取る一方で、欧州では、ＥＣＢ（欧州中央銀行）が「必要な方策は全

て実施する用意がある」との声明を出しました。６月には、主要国の国債利回りがほぼ横這いとな

る中で、クレジット・スプレッド※１が縮小しました。ＦＲＢによる社債購入など積極的な金融政策

や新型コロナウイルス感染者数の増加ペースの鈍化、ロックダウンの緩和などを受け、６月の社債

市場は好調な動きで始まりましたが、米国など経済規模の大きい国／地域で新型コロナウイルスの

感染拡大に落ち着く様相が見えなかったことなどを背景に、その後は、軟調な動きとなりました。

７月には、主要国の国債利回りが低下（価格は上昇）すると共に、クレジット・スプレッド※１が縮

小しました。７月には、新型コロナウイルス対策としてのソフトロックダウン（緩やかな都市封鎖）

や米中間の緊張の高まりが見られた一方で、新型コロナウイルス向けワクチンの臨床試験における

良好な結果や米国での新規金融支援策などが追い風となりました。 

８月には、クレジット・スプレッド※１と国債利回りは逆の動きを見せました。主要国の国債利回

りが上昇（価格は低下）した一方で、夏の休暇シーズンにクレジット・スプレッド※１は縮小を続け

ました。米中間の紛争が再燃した後にやや落ち着きを見せる中、ソフトロックダウンの継続という

マイナス要因は、予想よりも早期に新型コロナウイルスのワクチンが投入されるとの見通しで緩和

されました。９月に入っても、クレジット・スプレッド※１と国債利回りは逆の動きとなりましたが、

８月と異なり、主要国の国債利回りが低下（価格は上昇）した一方で、クレジット・スプレッド※１

が拡大しました。社債市場の資金流出入動向や複数の国／地域での新型コロナウイルスの感染再拡

大、原油価格の下落、市場が既に割高な水準になりつつあるとの認識が、市場心理にマイナスに働

きました。10月には、国債利回りが、国／地域によって異なる動きとなり、米国の国債利回りが上

昇（価格は下落）した一方で、ドイツの国債利回りは低下（価格は上昇）しました。米国では、ク

レジット・スプレッド※１が縮小する中、長期部分の利回りが短期部分より上昇幅が大きくなったこ

とで、イールドカーブはスティープ化※２しました。欧州では、金融緩和や景気刺激型の政策を受け、

国債利回りが低下（価格は上昇）すると共に、クレジット・スプレッド※１も縮小した状況が続きま

した。米国大統領選挙に対する不透明感や欧米における新型コロナウイルスの感染再拡大が、社債

市場の変動要因となりました。 

11月に入っても、国債利回りは国／地域によって異なる動きとなり、米国の国債利回りが僅かな

がら低下（価格は上昇）した一方で、ドイツの国債利回りは上昇（価格は下落）しました。社債市

場のクレジット・スプレッド※１は総じて縮小しました。ファイザー社が当初予想を上回る新型コロ

ナウイルスのワクチンの有効性を発表したことで、投資家のリスク選好度が高まり、株式市場や社

債市場が好調な動きとなりました。12月には、米国の国債利回りが上昇（価格は下落）した一方で、

投資環境 
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ドイツの国債利回りは低下（価格は上昇）しました。月間では、社債市場のクレジット・スプレッ

ド※１は僅かながら縮小しましたが、金融市場への資金流入の鈍化やバリュエーションの割高感、マ

クロ経済を彩る楽観論、さらに、先進国における新型コロナウイルスの感染再拡大などを背景に、

12月には投資家心理がやや悪化しました。2021年１月には、主要国の国債利回りが上昇（価格は下

落）した一方で、社債市場のクレジット・スプレッド※１は、ほぼ横這いとなりました。月初には、

バイデン氏の米国大統領就任を巡り、連邦議会への暴徒乱入という事態が生じたほか、中旬以降は、

個人投資家による特定銘柄の売買の影響で、株式市場は混乱を余儀なくされました。ＥＣＢは、

ＰＥＰＰ（パンデミック緊急購入プログラム）による資産購入予定額を使い切らない可能性を示唆

する一方で、製造業やサービス業の経済指標の一部が落ち込んだことから、金融緩和姿勢の継続を

決定しました。 

米国の追加経済対策に加え、新型コロナウイルス向けワクチン接種の進展による経済成長の回復

期待の高まりを受け、２月も主要国の国債利回りが上昇（価格は下落）する中で、社債市場のクレ

ジット・スプレッド※１は、僅かながら縮小しました。社債市場のクレジット・スプレッド※１に大き

な動きが見られなかった一方で、リフレーション懸念による国債利回りの上昇（価格は下落）が、

社債市場のリターンのマイナス要因になりました。ＦＲＢやＥＣＢなど、主要国／地域の中央銀行

は、金融緩和姿勢を維持しました。３月には、米国の国債利回りが上昇（価格は下落）した一方で

ドイツの国債利回りは僅かながら低下（価格は上昇）しました。株式市場での投資家心理は良好な

中で、社債市場のクレジット・スプレッド※１は、僅かに拡大したものの、クレジット・スプレッ

ド※１の動きは社債市場のパフォーマンスにほとんど影響しませんでした。４月に入り、主要国の国

債利回りが低下（価格は上昇）すると共に、社債市場のクレジット・スプレッド※１が僅かながら縮

小する中で、当期末を迎えました。 

 
※１：発行体の信用力の差に基づく利回りの差のことをクレジット・スプレッドといいます。一般に、国債の利回りとの差のことで、デフォ

ルトリスクが高い企業ほどクレジット・スプレッドも大きくなります。 

※２：イールドカーブとは、横軸に償還までの残存期間、縦軸に利回りを表示した曲線グラフのことをいい、曲線の傾きが大きくなること

をスティープ化、逆に傾きが小さくなることをフラット化といいます。 

 

＜日本短期金融市場＞ 

国庫短期証券３ヵ月物の利回りは、断続的な日銀（日本銀行）の買入オペの影響等から、期を通

じて０％を下回る水準で推移し、日銀による長短金利操作付き量的・質的金融緩和の影響もあり、

期末時点においては－0.1029％程度の水準となりました。 
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主として投資先ファンドであるルクセンブルグ籍外国投資法人「Robeco Capital Growth Funds - 

Robeco Global Credits - IBH JPY」投資証券への投資を通じて、中長期的な信託財産の成長をめ

ざした運用を行いました。 

投資先ファンドを高位で組入れる一方、「Shinseiショートターム・マザー・ファンド」を一部組

入れた運用を行いました。 

※ 以下、「Robeco Capital Growth Funds - Robeco Global Credits - IBH JPY」を「投資先ファ

ンド」、「Shinseiショートターム・マザー・ファンド」を「マザーファンド」ということがあ

ります。 

 

投資先ファンド：Robeco Capital Growth Funds - Robeco Global Credits - IBH JPY 
 
当期首～2020年７月には、社債市場のクレジット・スプレッド※１が全般的に縮小したことで、投

資先ファンドはプラスのリターンとなりました。同期間を通じてベータ※２は１を上回った水準で

運用を行い、このことは、投資先ファンドのリターンにプラスに寄与しました。５月～６月には、

銘柄選択効果も、投資先ファンドのパフォーマンスにプラスに寄与しましたが、７月には、銘柄選

択効果は、投資先ファンドのパフォーマンスにマイナス寄与となりました。 

８月の社債市場ではクレジット・スプレッド※１が全般的に縮小したものの、国債利回りが上昇

（価格は下落）した影響が大きく、投資先ファンドはわずかながらマイナスのリターンとなりまし

た。銘柄選択効果はプラスに寄与しました。９月に入って、社債市場ではクレジット・スプレッド※１

が全般的に拡大したことにより、投資先ファンドはわずかながらマイナスのリターンとなりました。

９月を通じてベータ※２は１を上回った水準で運用を行い、このことは、投資先ファンドのリターン

にわずかながらマイナス寄与となったほか、銘柄選択効果もマイナス寄与となりました。10月の社

債市場では全般的にクレジット・スプレッド※１が縮小したものの、保有している社債の多くでクレ

ジット・スプレッド※１が拡大したことにより、投資先ファンドは僅かながらマイナスのリターンと

なりました。10月を通じてベータ※２は１を上回った水準で運用を行い、このことは、投資先ファン

ドのリターンに僅かながらプラス寄与となりましたが、銘柄選択効果はマイナス寄与となりました。

また、米国の社債のウェイトを引き下げていたことは、市場とのパフォーマンス比較でマイナス要

因となりました。 

11月～12月の社債市場ではクレジット・スプレッド※１が全般的には縮小したことで、投資先ファ

ンドはプラスのリターンとなりました。11月を通じてベータ※２は１を上回った水準で運用を行っ

た一方で、12月にはベータ※２をほぼ１とした運用を行いました。11月にベータ※２が１を上回る水

準で運用を行ったことは、投資先ファンドのリターンにプラス寄与となったほか、同期間における

銘柄選択効果もプラス寄与となりました。2021年１月の社債市場が主要国の国債利回りの上昇（価

格は下落）などの影響を受けたことで、投資先ファンドはマイナスのリターンとなりました。１月

を通じてベータ※２は、投資先ファンドのリターンにほとんど影響しませんでした。銘柄選択効果は

マイナス寄与となりました。 

２月～３月には、主として主要国の国債利回りの上昇（価格は下落）により、投資先ファンドは

当ファンドのポートフォリオ 
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マイナスのリターンとなりました。ベータ※２は、２月には投資先ファンドのリターンにほとんど影

響しなかったものの、３月には僅かながらマイナス寄与となりました。銘柄選択効果は、２月にマ

イナス寄与となった一方で、３月にはプラスに寄与しました。 

 
※１：発行体の信用力の差に基づく利回りの差のことをクレジット・スプレッドといいます。一般に、国債の利回りとの差のことで、デフォ

ルトリスクが高い企業ほどクレジット・スプレッドも大きくなります。 

※２：個別証券またはポートフォリオの収益が証券市場全体の動きに対してどの程度敏感に反応して変動するかを示す数値をベータといい、

１より大きければ当該証券またはポートフォリオの収益が市場変動よりも大きく変動することを意味します。 

 

Shinseiショートターム・マザー・ファンド 
 
Shinseiショートターム・マザー・ファンドでは、主として国庫短期証券等を組入れました。国

庫短期証券等の利回りがマイナスとなっている状況から、当期の基準価額は小幅に下落しました。 

 

 

当ファンドは、特定のベンチマーク

（運用成果の目標基準）や参考指数を設

けておりません。 

右記のグラフは、期中の期別基準価額

騰落率です。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（課税前）込みです。 
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収益分配金につきましては、収益分配方針に基づき、基準価額水準や市場動向等を勘案し、当期

は１万口当たり150円（課税前）の分配を行いました。収益分配に充てなかった収益につきまして

は、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行いました。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第３期 

2020年４月21日～ 
2021年４月20日 

当期分配金 150  

(対基準価額比率) 1.368％ 

 当期の収益 150  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 814  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

（注） 分配金は原則として決算日（原則、４月20日。当該日が休業日の場合は翌営業日）から起算して５営業日までに支払いを開始しており

ます。 

（注） 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」にわかれます。

分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下

回る部分に相当する金額が元本払戻金（特別分配金）、残りの部分が普通分配金となります。 

（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

  

分配金 
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○今後の運用方針  

当ファンドは、引き続き、投資先ファンドを主要投資対象とし、Shinseiショートターム・マザー・

ファンドを一部組入れ、安定したインカム収入の獲得と信託財産の着実な成長をめざして運用を行

います。 

 

投資先ファンド：Robeco Capital Growth Funds - Robeco Global Credits - IBH JPY 
 
2021年の世界経済成長率は、ここ数十年間で 高の水準となる見通しです。金融緩和政策、積極

的な財政刺激策、経済活動の全面的な再開に伴う繰り延べ需要の顕在化を背景に、経済成長率は一

桁台後半の水準に押し上げられる見通しです。ＦＲＢとＥＣＢはいずれも、低金利政策を長期にわ

たって継続する意向を明確にしています。また、ＦＲＢは市場の動きを意図的に後追いし、インフ

レ期待の高まりに起因する限りは債券利回りの上昇を容認する姿勢を示唆しています。 

ロベコでは、潜在的なテールリスク（確率は低いものの発生すると非常に巨大な損失をもたらす

リスク）に見合うリターンを獲得できないと思われることから、保守的にポートフォリオを構築し

ています。引き続き、市場の勝者と敗者を見極めつつ慎重なポートフォリオの構築をめざしてまい

ります。 

 

Shinseiショートターム・マザー・ファンド 
 
引き続き、２％の「物価安定の目標」の実現と安定的な持続に向け、日銀は金融緩和を継続して

いくものと想定しています。また、内外における新型コロナウイルス感染症の拡大の影響もあり、

低水準の金利環境は長期化するものとみています。マザーファンドでは、引き続き当初の運用方針

に基づき、国庫短期証券等に投資する方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2020年４月21日～2021年４月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 76  0.693  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (24)  (0.220)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (48)  (0.440)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 4)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 16   0.149   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 5)  (0.048)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印  刷 ） (11)  (0.100)  法定開示資料の印刷にかかる費用 

 合 計 92   0.842    

期中の平均基準価額は、10,941円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2020年４月21日～2021年４月20日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 (

邦
貨
建)

外
国 

 口 千円 口 千円  

Robeco Capital Growth Funds - Robeco Global Credits - IBH JPY 10,511 116,000 5,811 65,000  
 

（注） 金額は受渡代金です。 
（注） 単位未満は切捨てて表示しています。 

 

 

 当期中における売買及び取引はありません。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年４月21日～2021年４月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2021年４月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

Robeco Capital Growth Funds - Robeco Global Credits - IBH JPY 119,622 124,323 1,382,516 98.5 

合 計 119,622 124,323 1,382,516 98.5 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨てて表示しています。 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合で、小数点第２位を四捨五入して表示しています。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

Shinseiショートターム・マザー・ファンド 110 110 109 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨てて表示しています。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。   

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2021年４月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資証券 1,382,516 96.8 

Shinseiショートターム・マザー・ファンド 109 0.0 

コール・ローン等、その他 46,310 3.2 

投資信託財産総額 1,428,935 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てて表示しています。 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する評価額の割合で、小数点第２位を四捨五入して表示しています。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年４月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,428,935,053   

 コール・ローン等 46,308,837   

 投資証券(評価額) 1,382,516,557   

 Shinseiショートターム・マザー・ファンド(評価額) 109,659   

(B) 負債 25,538,248   

 未払収益分配金 19,465,973   

 未払信託報酬 5,008,481   

 未払利息 126   

 その他未払費用 1,063,668   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,403,396,805   

 元本 1,297,731,537   

 次期繰越損益金 105,665,268   

(D) 受益権総口数 1,297,731,537口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,814円 
 

（注） 当期運用報告書作成時点では監査未了です。 
（注） 当ファンドの期首元本額は1,239,682,136円、期中追加設定元本

額は145,110,815円、期中一部解約元本額は87,061,414円です。
（注） １口当たり純資産額は1.0814円です。 
 

○損益の状況 (2020年４月21日～2021年４月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 15,616,242   

 受取配当金 15,638,790   

 支払利息 △     22,548   

(B) 有価証券売買損益 75,076,969   

 売買益 81,046,223   

 売買損 △  5,969,254   

(C) 信託報酬等 △ 11,918,923   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 78,774,288   

(E) 前期繰越損益金 29,242,808   

(F) 追加信託差損益金 17,114,145   

 (配当等相当額) (    5,461,790)  

 (売買損益相当額) (   11,652,355)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 125,131,241   

(H) 収益分配金 △ 19,465,973   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 105,665,268   

 追加信託差損益金 17,114,145   

 (配当等相当額) (    5,461,790)  

 (売買損益相当額) (   11,652,355)  

 分配準備積立金 88,551,123   
 

（注）当期運用報告書作成時点では監査未了です。 
（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 
（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 
（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（13,563,803円）、
費用控除後の有価証券等損益額（65,210,485円）、収益調整金

（17,114,145円）および分配準備積立金（29,242,808円）より分
配対象収益は125,131,241円（10,000口当たり964円）であり、
うち19,465,973円（10,000口当たり150円）を分配金額としてお
ります。 
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投資先ファンドの概要 

ファンド名 Robeco Capital Growth Funds - Robeco Global Credits - IBH JPY 

形態 ルクセンブルグ籍円建て外国投資法人（会社型投資信託） 

主な投資対象 ①総資産のうち３分の２以上を主に世界の企業が発行する社債（新興国社債、ハイ・イー

ルド社債、金融機関が発行する債券（CoCo債等のハイブリッド証券）を含みます。）、

資産担保証券（ABS）を含む証券化商品等に投資します。 

②ESG（環境・社会・ガバナンス）評価を考慮した運用を行います。 

③効率的な運用またはヘッジを目的とした為替予約取引、金利先物取引、債券先物取引、

金利スワップ、通貨スワップ、クレジット・デフォルト・スワップなどのデリバティ

ブ取引を行います。 

④原則として、組入資産に対し対円で為替ヘッジ取引を行います。 

市況動向、資金動向その他の要因等によっては、上記のような運用が出来ない場合があ

ります。 

運用管理報酬等 純資産総額に対して年率0.40％が管理・投資運用等の対価として支払われます。 

※上記以外に、投資先ファンドの純資産総額に対して年率0.08％を上限として、管理事

務代行報酬、監査報酬、法定書類作成費用等が別途投資先ファンドから支払われます。

また、保管受託銀行報酬、組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料等に

ついても別途投資先ファンドより支払われます。その他の費用・手数料については、

運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を示すことができません。 

その他 管理会社 Robeco Institutional Asset Management B.V. 
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